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論文内容の要旨
本論文は，ボルネオ島の内陸部に居住するプナンのうたと，それを支える感覚と思考について考察し
たもので，民族誌的であると同時に「民族美学」的な研究であるO 全体は序章と 5 章からなる本文と，















































第 4 章「たくさんのことば，よいことば」では， I出すこと」に加えて，たくさん出すことが，ことば，
特にうたの場合には重視されることから，歌詞の一例がとりあげられ，検討されるO たくさん出すこと
















































評価すべき第 3 の点は，この作業の前提となるプナンの文法と語棄の研究であるO それは巻末付録 1
「プナン概説」及び付録 2 íプナン語葉集J としてまとめられている O プナン語についてはこれまでま
とまった研究がないため， 3 回に及ぶ現地調査によって作成されたこのプナン語研究は，この分野の研
究者にとってかけがえのない重要な参考となるであろう。なお，本文中で筆者は，プナンのことばの翻
訳に関西弁を用いるが，このユニークな発想、もまたことばに対する筆者の聴覚的反応の鋭さの証明と見
ることができる。
評価すべき第 4 の点は，従来美学，芸術学の研究対象とはならなかった排便，排尿，放毘，性交，出産
などといった出すことと，そのためのいれること，食べることが人間の存在の根源に関わることとして，
さらにはカミの存在の証として問題提起されたことにある。しかもそれが優美や崇高美の変種としての
醜やグロテスクなものといった美的範時論を越え，さらに，従来の視覚偏重の西欧的美学に対する「民
族美学」的立場からの反論としての意味を持たせたところに，その独創性が認められるO
以上，本論文の卓越した諸点を列挙したが，その一方で本論文には若干の問題点も認められる。たと
えば，考究の対象がプナンのうたに絞られたために，同地域の他の狩猟採集民や周辺の農耕民との間の
文化的影響関係が必ずしも明確にされないうらみがあるO プナンのうたに見られるような感覚と思考が，
本論文では人間がうたうことに対する根源的問題として普遍化されようとしているが，そのためにはよ
り広い視野とより多くの実証が必要であろう。また， í出すことの美学」と標梼する限り，従来の西欧
的美学に対する筆者の立場を鮮明にし，それに代わる民族美学の立場を論述すべきであろう。付録のプ
ナン語概説とプナン語嚢集については，マレ一語系の言語との類比関係を始め，派生語の扱い等なお改
善の余地があるように思われるO しかしながら，これらの点は，いずれも今後，改めて論じられるべき
問題であり，きわめて精度の高い本論文の価値を損なうものではない。
以上のように，本論文は従来の研究の水準を越える優れた論考であり，音楽学，民族音楽学さらには
美学の研究者としての筆者の資質を良く示しているので，文学博士(課程)の学位申請論文として十分
の価値を有するものと認定する。
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